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市
長
表
彰

平
成
24
年
度

教
育
文
化
功
労

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
教
員
と
し
て
、
卓
越
し
た

識
見
と
無
類
の
洞
察
力
及
び
先
見
性
を
も
っ
て
教
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
小
・
中
学
校
長
や
静
岡
県
教
育
委
員
会
中

部
教
育
事
務
所
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
14
年

4
月
に
は
、
豊
か
な
教
職
経
験
と
教
育
行
政
経
験
の
実

績
が
評
価
さ
れ
、
富
士
市
教
育
長
に
就
任
し
、
多
く
の

教
育
課
題
を
解
決
す
る
な
ど
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
陸
上
競
技
で
培
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
強
い
信
念
に
基
づ
き
、
多
大
な
努
力
と
豊
富
な
経

験
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
体
育
協
会
会
長
を
は
じ
め
富
士
市

陸
上
競
技
協
会
理
事
長
や
富
士
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
そ
の
優
れ
た
識
見
と

豊
富
な
実
践
を
も
と
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
及
び

市
民
の
健
康
体
力
づ
く
り
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
勤
勉
・
誠
実
を
貫
き
、
施
工
技
術
に

関
し
て
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

を
心
が
け
、
産
業
経
済
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
鷹
岡
商
工
会
会
長
を
は
じ
め
、
富
士
市
商

工
会
初
代
会
長
、
静
岡
県
東
部
電
気
工
事
協
同
組
合
理

事
や
社
団
法
人
静
岡
県
電
業
協
会
副
会
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
、
そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
る
な
ど
富
士
市
の
商
工
業
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
表
彰
は
、
各
分
野
の
功
労
者
を
毎
年
表
彰
す
る
市
の

最
高
表
彰
制
度
で
、
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

こ
と
し
は
、
3
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。

産 

業 

功 

労

教
育
文
化
功
労
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平
ひら

岡
おか

 彦
ひ こ

三
ぞ う

さん
　　 　  　  　（今泉9）

村
むら

松
まつ

 文
ふ み

雄
お

さん
　　　     　　（久沢）

金
かね

刺
ざし

 靖
やす

雄
お

さん
　　　     　　（平垣）



文
化
（
民
謡
）

文
化
（
茶
道
）

ス
ポ
ー
ツ（
体
操
）

ス
ポ
ー
ツ（
体
操
）

文
化
（
書
道
）

小こ

山や
ま 

た
け
子こ

さ
ん

　
　     

　（
今
泉
1
）

渡わ
た

邉な
べ 

哲て
つ

男お

さ
ん

　
　
　
　
　  
（
宗そ

う

哲て
つ

）

　
　
　
　
　  

（
柚
木
）

芦あ
し

川か
わ 

七な
な

瀬せ

さ
ん

　
　     

　
　（
大
淵
）

井い
の

上う
え 

和わ

佳か

奈な

さ
ん

　
　     

　
　（
柚
木
）

鈴す
ず

木き 

あ
や
子こ

さ
ん

　
　  

（
三み

ッ
岡お

か

瑾き
ん

流り
ゅ
う

）

　
　  

（
西
柏
原
新
田
）

　

多
年
に
わ
た
り
民
謡
の
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
富
岳
民
謡
会
を
創
設

し
、
後
進
の
育
成
に
当
た
る

と
と
も
に
、
日
本
民
謡
協
会

全
国
大
会
優
勝
や
民
族
芸
能

文
化
連
盟
全
国
大
会
な
ど
で

上
位
入
賞
を
重
ね
る
ほ
か
、

静
岡
県
民
謡
協
会
の
要
職
を

務
め
る
な
ど
、
民
謡
を
通
し

て
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
茶
道
の
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
裏
千
家
の
正
教
授
と

し
て
後
進
の
育
成
に
力
を
注

ぐ
と
と
も
に
、
富
士
市
茶
道

連
盟
の
会
長
を
務
め
る
ほ

か
、
茶
道
裏
千
家
淡た

ん

交こ
う

会
や

静
岡
県
茶
道
連
盟
、
富
士
市

文
化
連
盟
の
要
職
を
務
め
る

な
ど
、
茶
道
を
通
し
た
地
域

文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

体
操
選
手
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
学
6
年
生

の
と
き
に
静
岡
県
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
競
技
選
手
権
個
人
総
合

優
勝
、
中
学
時
代
に
は
東
海

中
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
、
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
体

操
選
手
権
で
個
人
総
合
優
勝

を
す
る
な
ど
華
々
し
い
成
績

を
上
げ
、
現
在
も
世
界
を
見

据
え
て
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

今
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

体
操
選
手
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
全

国
高
等
学
校
体
操
競
技
選
抜

大
会
で
個
人
総
合
優
勝
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン

大
会
日
本
代
表
選
考
会
で
は

個
人
総
合
第
9
位
に
入
り
、

体
操
競
技
強
化
指
定
選
手
と

な
る
ほ
か
、
静
岡
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技

で
個
人
総
合
優
勝
す
る
な
ど
、

今
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
書
道
の
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。富
士
市
展
招
待
作
家
、

静
岡
県
展
委
嘱
作
家
で
あ
る

と
と
も
に
、
日
本
美
術
展
覧

会
や
読
売
書
法
展
な
ど
で
入

選
・
入
賞
を
重
ね
、
謙け
ん

慎し
ん

書

道
会
や
静
岡
県
書
道
連
盟
・

富
士
市
書
道
連
盟
の
要
職
を

務
め
る
な
ど
、
書
道
を
通
し

た
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
市
民

な
ど
の
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
こ
と
し
は
5
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。

教
育
文
化

　
ス
ポ
ー
ツ

　
　 
奨
励
賞
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

環
境
美
化
活
動

青
少
年
指
導
育
成
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

金か
ね

子こ 

圭け
い

介す
け

さ
ん

　
　

     　
（
今
泉
3
）

勝か
つ

亦ま
た 　

明あ
き

さ
ん

　
　

     　
　
（
大
淵
）

片か
た

田だ 

正ま
さ

代よ

さ
ん

　
　

     　
　
（
松
岡
）

荻お
ぎ

野の 

克か
つ

雄お

さ
ん

　
　

     　
（
今
泉
7
）

山や
ま

田だ 

榮え
い

一い
ち

さ
ん

　
　
　
　
　

  

（
松
岡
）

　

多
年
に
わ
た
り
田
宿
町
内

会
会
長
と
し
て
、
明
る
く
豊

か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
地
域
の
自
治

振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
町
内
会

連
合
会
副
会
長
や
今
泉
地
区

町
内
会
連
合
会
会
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
し
、
会
の
円
滑

な
運
営
と
地
域
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
富
士
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
や
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
委
員
長
や
静

岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
、
会
の
円
滑
な

運
営
と
地
域
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
富
士
市
花

の
会
会
員
と
し
て
、
地
域
花

壇
の
充
実
等
の
環
境
美
化
活

動
を
通
じ
、
緑
と
花
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
花
の
会

副
会
長
や
富
士
市
花
の
会
岩

松
地
区
会
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
し
、
会
の
円
滑
な
運
営

と
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会

の
世
話
人
と
し
て
、
地
域
の

子
ど
も
の
健
全
育
成
や
青
少

年
指
導
者
の
資
質
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
子
ど
も

会
世
話
人
連
絡
協
議
会
会
長

や
静
岡
県
子
ど
も
会
連
合
会

副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
会
の
円
滑
な
運
営
と
地

域
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
岩
松
地
区

生
涯
学
習
推
進
会
会
長
と
し

て
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
地
域
の
活
性
化
や
青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
生
涯
学

習
推
進
会
連
合
会
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
、
会
の
円

滑
な
運
営
と
地
域
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
、
交
通
安

全
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
指
導
育
成
、

善
行
な
ど
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
市

民
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
と
し
は
5
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。

ණ
ۊ
ଜ
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の
り
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「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
と
は
、
主
に
定
年
退
職
後

の
人
生
を
指
し
ま
す
。
最
近
は
、
充
実
し
た
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
迎
え
る
た
め
に
、
積
極
的
に
情
報
収
集

し
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
」
で
は
、
皆
さ
ん
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
経
験
な
ど
を
生
か

し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
市
民
活
動
・
起
業
・
就
労
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
…

　

50
代
以
上
の
人
の
参
加
を
歓
迎
し
て
い
る
44
の
市

民
活
動
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
関
心
・
興
味

の
あ
る
分
野
に
応
じ
た
情
報
を
案
内
し
ま
す
。

●
起
業
・
就
労
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
…

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
市
内
の
公
的
な
相
談
機
関
を

紹
介
し
ま
す
。
地
域
活
動
の
起
業
に
関
心
の
あ
る
人

に
は
地
域
の
実
践
者
を
紹
介
し
ま
す
。

「
起
業
家
の
仕
事
現
場
を
見
に
行
こ
う
！
」
ツ
ア
ー

　

知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
起
業
し
た
人
を
訪
問

し
、
思
い
を
実
現
し
た
現
場
を
見
学
し
ま
す
。

①
「
富
士
山
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
冬
野
菜
の
収
穫

　

体
験
会
（
裾
野
市
）

　

と　

き
／
12
月
12
日（
水
）
10
時
〜
12
時　
　

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
「
２
人
３
脚
」　

見
学
会
（
市
内
）

　

と　

き
／
12
月
14
日（
金
）
10
時
〜
11
時

　

申
し
込
み
／
①
②
と
も
電
話
で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

　
　

相
談
室
へ

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

　

と　

き
／
11
月
11
日（
日
）
10
時
〜
14
時

　

と
こ
ろ
／
富
士
常
葉
大
学

　

参
加
費
／
5
0
0
円（
学
食
ラ
ン
チ・抽
せ
ん
券
つ
き
）

　

申
し
込
み
／
電
話
で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
へ

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
ま
ち
の
遊
民
社

　
　
　

1・
5（
51
）1
1
1
2　

平
日
9
時
〜
18
時

　
　
　
　

http://w
w
w
.m
achi-yum

in.com

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
」
と
は
？

見
学
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
！

50
代
・
60
代
・
70
代
の
皆
さ
ん
を
応
援
！

富
士
市
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室

市
は
、
主
に
50
代
・
60
代
・
70
代
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
相
談
窓
口
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

新
し
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

　

還
暦
を
迎
え
た
り
、
退
職
す
る

時
期
に
近
づ
い
て
き
た
り
す
る
と
、

健
康
や
お
金
に
つ
い
て
不
安
に
な

る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

第
2
の
人
生（
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
）

を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
大
事
な
テ
ー
マ
に
な

り
ま
す
。「
じ
い
じ
」

や
「
ば
あ
ば
」
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
の
ほ
か
に
、
野

菜
づ
く
り
や
旅
行
な
ど
の
趣
味
を

深
め
た
り
、
新
た
な
活
動
を
始
め

た
り
す
る
な
ど
、
豊
か
な
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

こ
と
が
、
よ
り
よ
い
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

「
絆

き
ず
な
」
が
叫
ば
れ
、
困
っ
て
い
る

人
や
弱
い
立
場
の
人
に
対
し
、
お

金
や
物
で
は
な
く
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
少
し
で
も
や
ろ
う
と
、

仲
間
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
、
地
域
や
社
会
に
打
っ
て
出
る

人
も
ふ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
は
、

　

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
団
長

　
　
　
　
「
て
っ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
た
い
と

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
還
暦
世
代
の
つ
ど
い
」

は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
こ
と
し

で
3
回
目
に
な
り
ま
す
。
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る

こ
と
に
つ
な
が
る
企
画
を
用
意
し

ま
し
た
。
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
学
食

も
食
べ
ら
れ
、
第
2
の
人
生
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
も
の
が
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
や
見
学

会
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
還
暦
世
代
の
つ
ど
い
」
に
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

セカンドライフ相談室相談員
「てっちゃん」こと

松本　哲
てつ

司
じ

さん

還
暦
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
還
暦
世
代
の
つ
ど
い
」

セカンドライフ相談室
　　　　　　　相談件数

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
見
学
体
験
会

問い合わせ　市民協働課　155-2701　553-6663

ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23（年度）

169

228250
（件）

200

150

100

50

0

138
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公
共
交
通
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
考
え
る

　
現
在
市
は
、「
動
く
公
共
施
設
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
岳
南
鉄
道
へ
、
公
的
支
援
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
か
ら
3
年
間
追
加
支
援
を
し
、
2
年
間
の
検
証
期
間
後
、
今
後
の
支

援
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
富
士
市
の
新
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
全

体
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

岳
南
鉄
道
の
概
要

　

岳
南
鉄
道
は
、
昭
和
28
年
に
全
線

開
通
し
、
60
年
近
く
に
わ
た
っ
て
市

民
の
足
、
製
品
の
輸
送
路
と
し
て
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
家

用
車
の
急
激
な
普
及
や
産
業
の
低
迷

な
ど
に
よ
り
、
旅
客
人
員
、
貨
物
量

と
も
に
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
と
し
の
3
月
を
も
っ
て

貨
物
輸
送
が
休
止
に
な
っ
た
こ
と
も

追
い
打
ち
を
か
け
、
岳
南
鉄
道
の
経

営
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
公
的
支
援
の
経
緯

　

市
は
、
岳
南
鉄
道
に
対
し
て
平
成

16
年
度
か
ら
年
間
1
0
0
0
万
円（
平

成
23
年
度
は
2
0
0
0
万
円
）の
公
的

支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
行
政
が
適
切

に
関
与
を
す
る
「
新
し
い
考
え
方
」

に
よ
り
、
年
間
6
5
0
0
万
円
を
公

的
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
的
支
援
の
金
額
は
、
左

記
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
や
「
基

本
原
則
」
を
も
と
に
算
出
し
た
、
社

会
的
な
便
益
の
金
額
を
目
安
に
し
て

い
ま
す
。

　
公
的
支
援
投
入
後
の
経
営
状

況
の
見
込
み
（
平
成
24
年
度
）

　

公
的
支
援
の
期
間
と
検
証

　

支
援
の
期
間
は
、

平
成
24
〜
26
年
度
の

3
年
間
で
す
。
た
だ

し
、
平
成
24
〜
25
年

度
を
検
証
期
間
と
し
、

検
証
期
間
が
終
了
し

た
時
点
（
平
成
26
年

3
月
31
日
）で
、そ
の

後
（
平
成
27
年
度
以

降
）
の
方
向
性
を
判

断
し
ま
す
。

■
岳
南
鉄
道
が
存
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
便
益
が
、
存

続
に
必
要
な
経
費
を
上
回
っ
て
い

て
、
収
支
改
善
の
見
通
し
が
見
込

め
る
か
。

■
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
連
携
し
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

■
支
援
継
続

支
援
内
容
を
さ
ら
に
精
査
し
、
適

正
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
廃
止

支
援
が
適
切
で
は
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
平
成
27
年
3
月
31
日
で

支
援
を
廃
止
し
ま
す
。

　

検
証
内
容

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

支援の期間
検証期間

判断

？　富士市にもたらされる
　　　　　社会的便益とは
　岳南鉄道の価値を評価するに当たり、
事業者の採算性（赤字・黒字）だけで評
価するのではなく、岳南鉄道が存在する
ことによる「富士市への貢献」を貨幣換
算します。
　市が独自に計測したところ、岳南鉄道
の社会的便益は、年間 6,500万円という
金額が算出されました。

　岳南鉄道は富士市における社会的基盤
として、事業者の自助努力と行政の適切
な関与によって、市民・事業者・行政が
一体となって支えていく。

◇単なる赤字補填ではないこと
◇事業者としての効率性・サービスの向
　上が引き続き確保されること
◇富士市にもたらされる社会的便益の対
　価としての適切な関与であって、その
　算定根拠が明確であること　

基本的な考え方

基本原則

「新しい考え方」による公的支援

 6広報ふじ 2012年10月20日号

ど
う
な
る
？
暮
ら
し
の
足

検
証
後
の
対
応

　事業者による
　　　自助努力
2,437 万 1,000 円

　事業者による
　　　自助努力
2,437 万 1,000 円

経費（鉄道整備の維持にかかる費用など）
2 億 4,710 万 7,000 円

（単位：円／年）

収益（旅客運送などの収入）
1 億 5,773 万 6,000 円

損失（赤字）
8,937 万 1,000 円

6,500 万円
社会的な便益の金額
を補助金（公的支援の
目安）とします。

補助金
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市
民
の
役
割

　

現
在
、町
内
会
連
合
会
か
ら
の
存
続
要
請
や
、「
富

士
市
民
岳
鉄
イ
カ
シ
隊
（
市
民
有
志
）」、「
Sセ
ー

ブ

A
V
E

!
岳
鉄
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
小
学
生
〜
大
学
生
）」
に
よ
る

存
続
運
動
な
ど
、「
市
民
の
動
き
」
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

　

岳
南
鉄
道
の
存
続
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
市
民

一
人
一
人
が
「
利
用
す
る
」
こ
と
が
一
番
の
支
え
に

な
り
ま
す
。

　

岳
南
鉄
道
の
役
割

　

岳
南
鉄
道
は
、
事
業
者
と
し
て
も
最
大
限
の
効
率

化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
常
に
目
指
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
運
行
本
数
の
増
加
（
平
日
66
本

↓
74
本
）
な
ど
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
、

高
い
効
率
性
・
安
全
性
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
と
顧
客
満
足
度
の

向
上
を
目
指
し
て
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
自
助
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
役
割

　

市
は
、
公
的
支
援
の
ほ
か
、
岳
南
鉄
道
の
利
用
を

促
進
し
、
利
用
者
を
ふ
や
す
よ
う
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
■
「
岳
南
鉄
道
の
利
用
促
進
を
考
え
る
ワ
ー
ク

　
　
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
ま
ち
全
体
で
岳
南

　
　
鉄
道
を
考
え
、市
民
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
■
岳
南
鉄
道
を
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
周
辺

　
　
環
境
の
整
備
を
行
い
、
積
極
的
な
利
用
を
促

　
　
進
す
る
よ
う
な
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

　
　
ま
す
。

　
■
車
に
依
存
し
た
日
常
生
活
を
振
り
返
り
、
賢

　
　
い
車
の
使
い
方
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
さ

　
　
ま
ざ
ま
な
公
共
交
通
利
用
促
進
策
を
実
施
し

　
　
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
足
は
、

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
…
ড়

ষহ

「SAVE! 岳鉄レンジャー」の隊員
たちは、市内各種イベントなどで、
岳南鉄道の広報を行うほか、利用
促進を目指すワークショップにも
参加をしています。

平日は、午後７時以降の上下線
の増便や、最終電車の時間帯の
繰り下げなど、利便性の向上を
図っています。

  

具
体
的
な
取
り
組
み

★最寄駅：吉原本町駅
★駅からの徒歩時間：1分

岳南鉄道を利用して
お気に入りの景色を
探しに行きませんか？

レトロな街並みにとけこむ
岳南鉄道

★最寄駅：岳南原田駅
★駅からの徒歩時間：1分

ドラマのロケ地

★最寄駅：比奈駅
★駅からの徒歩時間：20分

かぐや姫発祥の地を訪れる

問い合わせ　都市計画課
　☎ 55-2904　551-0475
　Etoshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp

　岳南鉄道の便利でお得な活用方法
を市ウェブサイトで紹介しています。
　ぜひごらんください。

写真上：岳南鉄道の沿線の魅力を発信する
　　　　冊子
写真下：市民と市職員で、岳南鉄道の魅力
　　　　と改善すべき点について意見交換　　
　　　　をする「ワークショップ」
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　ウーロン茶や
紅茶はどうやっ
てつくるの？

　煎
せん

茶
ちゃ

を入れると
き、お湯の温度は
どのくらい？

　「玉
ぎょく

露
ろ

」って
どんなお茶なん
だろう？ 　今回で4回目になる「T－1グランプリ」。

富士市の特産品であるお茶のことを知って、
君もお茶博士になろう！

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
「
お
茶
」
の
世
界
。

　

「
Ｔ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
富
士
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
お
茶
」
の
こ

と
を
も
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

小
学
生
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
小
学
生
だ
け
で
な
く
家
族
皆

さ
ん
で
、
お
茶
を
通
じ
て
、
健
康
増
進
を
図
り
、
家
族
の
団
ら
ん
や
お
も
て

な
し
の
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
お
茶
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

目指せ 茶
チャ
 ンピオン！

お茶の入れ方実技競技 お茶の種類当て競技 お茶の○×筆記クイズ

Ｔ－１グランプリ
イメージキャラクター

対
　
象
／
市
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生　

内
　
容
／
3
つ
の
お
茶
競
技
（
○
×
筆
記
ク
イ
ズ
、
種
類
当
て
競
技
、
入
れ

方
実
技
競
技
）
で
総
合
得
点
を
競
い
合
い
、
日
本
茶
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
定
。
個
人
戦
と
団
体
戦
が
あ
り
ま
す

定
　
員
／
1
0
0
人

参
加
費
／
無
料

賞
　
品
／
優
勝
賞
品
は
こ

※

ど
も
商
品
券
2
万
円
分
。
上
位
入
賞
者
に
は
豪
華

賞
品
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
急
須
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
こ
ど
も
商
品
券
は
、
加
盟
店
で
お
も
ち
ゃ
・
服
な
ど
へ
の
引
き

　

か
え
や
、
加
盟
し
て
い
る
遊
園
地
・
水
族
館
な
ど
の
入
場
券
と

　

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
／
11
月
16
日（
金
）ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
農
政
課
ま
た
は
各
地
区

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
農
政
課
へ

友達も誘って4人
集まれば、団体戦
にも参加できるよ

大会までの流れ

12月 1日　　ふじさんめっせ12月 1日　　ふじさんめっせ12月 1日　　ふじさんめっせ土

と き と ころ

お
茶
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

3
つ
の
茶チ

ャ
レ
ン
ジ
を
勝
ち
上
が
れ
！

10:30～14:00

問い合わせ　
富士のお茶振興推進協議会事務局（農政課）
　　155-2781　553-2550

申込用紙に必要事項を
記入し、大会事務局へ
申し込んでください

事前に専用テキストを
お渡しします

チャレンジ当日。目指
せチャンピオン！

家で、お茶の知識や入
れ方を勉強してね

①①

②

③

④

※「富士市環境フェア」
　　　　　と同時開催。
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受給資格者など 請求者の所得制限など 手当の月額など 申請に必要なもの

児
童
手
当

0 歳～中学 3年生修了前
（15歳到達後最初の 3月
31日まで）の児童を養育
している人

所得制限限度額は、扶養
人数によって異なります。
給与収入の場合は、源泉
徴収票の「給与所得控除
後」欄の額です。また、
その額から医療費控除額
などが控除されます。 

■所得制限限度額未満の場合
《 3歳未満》 
　　　　一律　1万5,000円
《 3歳以上小学6年生まで》
3人目以降　 1万5,000円
1人目・ 2人目　　 1万円
《中学生》 一律　1万円
■所得制限限度額以上の場合
 一律  　5,000円

●申請者の印鑑
●申請者名義の預金通帳
●申請者の健康保険証、
もしくは年金加入証明
書（用紙は子育て支援
課にあります）

扶養人数（例）所得制限限度額

2人の場合 698万円

4人の場合 774万円

児
童
扶
養
手
当

次に該当する18歳以下の
児童を監護している母ま
たは父、養育者で公的年
金を受給していない人
・離婚・未婚・死亡・遺棄
及び拘禁などで父または
母がいない母子・父子家
庭（事実上婚姻関係があ
る人は除く）、養育者

・父または母が重度の障
害の状態にある人

※18歳以下とは、18歳に達
した最初の3月31日まで。

全部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額
　  95万円

児童 1人
4万1,430円

2人目
 5,000円増

3人目以降
 3,000円増

●母子家庭などの確認書
●申請者の戸籍謄本
●申請者の印鑑
●申請者名義の預金通帳
●申請者と子どもの健康
保険証
●申請者の年金手帳一部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額
   268万円

児童 1人
所得に応じて
9,780円～
4万1,420円

母
子
家
庭
等
医
療
費

・20歳未満の児童を扶養
している母子（父子）
家庭の母（父）と児童
・20歳未満で両親のいな
い家庭の児童
・配偶者の身体に障害が
ある家庭の母（父）と
20歳未満の児童

所得税が課せられていな
い世帯
※ただし、所得税が課せ
　られていても、扶養し　
　ている児童の年齢・人
　数により、対象になる
　場合があります。

助成の範囲
●申請者の印鑑
●健康保険証（対象者全
員分）
●申請者名義の預金通帳

保険診療分の医療費から、付
加給付額及びそのほか補てん
された医療費を控除した額
※保険診療の対象にならない　
もの（個室使用料・食事療
養費・健康診断料・容器代
など）は助成対象外です。

小学校就学の始期から義
務教育終了までの母子家
庭などの児童で、 1回の
入院が14日を超えた場合

なし

●申請者の印鑑
●健康保険証（対象者全
員分）
●申請者名義の預金通帳
●領収書

こ
ど
も
医
療
費

対　象　年　齢
自　己　負　担　金 ●申請者の印鑑

●母子手帳
●子どもの健康保険証

通院の場合 入院の場合

0歳～中学 3年生修了前
（15歳到達後最初の 3月
31日まで）

1回　500円
500円に満たない場合はその額。1か月につ
き 4回目まで自己負担し、 5回目以降は自
己負担金なし。

1日 500円

処方せんの交付により薬局へ行った場合は、薬局での自己
負担金はありません。

　※「児童扶養手当」と「母子家庭等医療費」の手続は、申請者本人が子育て支援課へ。
※申請が済んでいる人は、手続の必要はありません。詳しくは子育て支援課へ。

どの制度も、申請内容
により、欄内の項目以
外のものが、必要にな
る場合があります

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

な
ど
の
手
続
を

し
ま
し
ょ
う
！問い合わせ／子育て支援課

　155-2738　551-0247　
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女
性
患
者
の
み
を
診
察
す
る
外
来
で
す
。
診

察
室
や
待
合
室
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
受
診
を
た
め
ら
っ
て

い
た
皆
さ
ん
も
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

女
性
専
用
の
外
来
で
は
、
外
科
・
泌
尿
器
科

・
産
婦
人
科
の
医
師
が
診
察
を
行
い
ま
す
。
対

象
に
な
る
病
気
は
、
乳
腺
疾
患
（
外
科
）、
排

尿
障
害
（
泌
尿
器
科
）、
不
妊
症
・
婦
人
科
疾

患
（
婦
人
科
）
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
つ
い
て
は
、
一
般

の
外
来
で
も
診
察
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
外
科
・
泌
尿
器
科
は
男
性
の
医
師

が
担
当
し
、
婦
人
科
の
一
部
を
女
性
の
医
師
が

担
当
し
ま
す
。
な
お
、
看
護
師
や
放
射
線
技
師

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
女
性
で
す
。

　

1
階
ロ
ビ
ー
に
あ
る
初
診
受
付
で
、
女
性
専

用
の
外
来
を
希
望
す
る
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
な
お
、
婦
人
科
の
受
診
に
は
他
院
か
ら
の

紹
介
状
が
必
要
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

中
央
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

診
察
の
対
象
に
な
る
病
気
は
？

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
ガ
ス
・
水
道
・

電
気
の
使
用
量
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

の
肉
や
魚
の
内
容
量
の
計
量
、
タ
ク
シ
ー
料

金
・
ガ
ソ
リ
ン
料
金
の
計
算
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
心
・
快
適
で
あ
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
確
に
作

動
し
、正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、「
計
量
法
」で
規
則
の
対
象
に

な
る
計
量
器
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
適
正

な
計
量
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

特
定
計
量
器
の
う
ち
、
ガ
ス
や
水
道
、
自

動
車
の
給
油
メ
ー
タ
ー
な
ど
に
は
、
検
定
な

ど
の
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
間
が

女
性
専
用
の
外
来
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

過
ぎ
た
も
の
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

適
正
な
計
量
の
た
め
に
は
、
正
確
な
計
量

器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
食
料

品
店
、
宅
配
便
取
扱
店
、
薬
局
な
ど
に
あ
る

商
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器

は
、
2
年
に
1
度
、
定
期
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

富
士
市
は
偶
数
年
度
に
定
期
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
平
成
25
年
2
〜
3
月

に
実
施
し
ま
す
。
定
期
検
査
の
日
程
は
「
広

報
ふ
じ
平
成
25
年
元
日
号
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
計
量
器
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
必
ず
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
ふ
じ
10
月
20
日
号
と
一
緒

に
世
帯
配
布
す
る
「
第
18
号
病
院
だ
よ
り
」

を
ご
ら
ん
い
た
だ
く
か
、
中
央
病
院
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　スーパーマーケットなどではか
り売りされている商品について、
「この重さ、本当に合っているの
かな？」と疑問に思ったことはあ
りませんか？
　はかりではかった重さのことを
「量目（りょうもく）」と言います。
また、トレーやラップなどの入れ
物、わさび、タレなどの添え物は
「風袋（ふうたい）」と言い、商品
の量目（内容量）には含まれませ
ん。表示量が「100
グラム」と表記し
てあった場合、風
袋を除いた内容量
が100グラムです。

■外科（乳腺）
　月曜日　10:00～ 12:00
　　　　　13:00～ 14:30
■泌尿器科（排尿障害）
　水曜日　13:30～ 15:00
■婦人科（完全紹介状制）
・不妊症
　月～金曜日　8:30～ 9:30
・婦人科疾患 (女性専用の外来希望者）
　火・金曜日　13:30～ 14:30

診療日程
受
診
の
方
法
は
？

中
央
病
院
は
11
月
5
日
か
ら
、
別
館
2
階
で
女
性

専
用
の
外
来
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
産
婦
人
科
外

来
・
通
院
治
療
室
は
別
館
2
階
へ
移
設
拡
充
し
ま
す

（
通
院
治
療
室
の
移
設
は
11
月
12
日
の
予
定
）。

女
性
専
用
の
外
来
が

　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

問い合わせ
中央病院　病院総務課
152-1131　551-7077
Fhttp://fujishi.jp/̃byoin

今
年
度
は
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

これってホントに100グラム？

問い合わせ
商業労政課
155-2907　551-1997

特
定
計
量
器
の
有
効
期
間
を
確
認

…
暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量

11
月
は

　
　「計
量
強
調
月
間
」

11
月
は

　
　「計
量
強
調
月
間
」

11
月
は

　
　「計
量
強
調
月
間
」

診
察
は
す
べ
て
女
性
医
師
で
す
か
？

正
確
な
計
量
は
生
活
の
基
本
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こ
と
し
で
6
回
目
を
迎
え
た
「
元
吉

原
ま
ち
づ
く
り
祭
り
」。
地
域
住
民
の

親
睦
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
富

士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
の
営
業
が
終
わ
っ
た

こ
の
時
期
に
毎
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
れ
る
プ
ー
ル
を
1
周
す
る
た
ら
い

船
・
カ
ヌ
ー
乗
船
体
験
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
、乗
船
し
た
親
子
や
子
ど
も
は
、

プ
ー
ル
の
流
れ
に
身
を
任
せ
た
り
、
オ

ー
ル
を
使
っ
て
方
向
を
変
え
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
模
擬
店
や
音
楽
演
奏
な
ど
も

行
わ
れ
、
来
場
者
は
過
ぎ
行
く
夏
の
ひ

と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

たらい船に乗って、流れるプールを 1周し、乗船体験
を楽しむ親子

富士マリンプールでどんぶらこ！

元
吉
原
ま
ち
づ
く
り
祭
り

　

9
月
8
日
　
富
士
マ
リ
ン
プ
ー
ル

　

市
は
、
心
の
健
康
に
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
こ
と
し
か
ら
こ

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い

る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞

い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
人
の
こ
と
で
す
。

　

参
加
者
は
、
心
の
健
康
に
は
身
近
な

人
の
支
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、

2
人
1
組
に
な
っ
て
傾
聴
の
演
習
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
に
『
話
す
』『
聞
く
』

を
体
験
し
、
相
手
が
話
し
や
す
い
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

こ
こ
ろ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会

　
　
　
　
9
月
27
日
　
フ
ィ
ラ
ン
セ

「
バ
ス
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

9
月
23
日
　
中
央
公
園
多
目
的
広
場▲バス車内で行われたバスの乗り方教室

運転手の帽子をかぶり運転席を体験！

▲

演習の中で聞くことの大
切さを学んだ参加者

心の健康のためにできることを学ぶ

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
バ
ス
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
と
し
も
「
バ

ス
の
日
」イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
内
を
走
る
バ
ス
が
大
集

結
。
展
示
車
両
は
自
由
に
見
学
で
き
、

来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
制
服
を
着

た
り
運
転
席
に
座
っ
た
り
す
る
な
ど
の

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
で
は
、

運
転
手
か
ら
運
賃
表
の
見
方
や
整
理
券

を
取
る
こ
と
な
ど
を

教
わ
り
、
来
場
者
は

市
民
の
足
で
あ
る
バ

ス
に
親
し
み
ま
し
た
。

市内を走るバスの魅力を再発見！

9月のできごと
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富
士
市
森
林
墓
園
使
用
者
募
集

■
募
集
区
画
数

普
通
墓
所
1
3
0
区
画
・
芝
生
墓
所
50
区
画

■
応
募
資
格

○
平
成
23
年
11
月
5
日

以
前
か
ら
市
内
に
在

住
し
、
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

○
市
内
の
公
共
事
業
な

ど
に
よ
り
改
葬
が
必

要
に
な
っ
た
人

■
使
用
料

1
区
画
50
万
円
（
一
括
払
い
込
み
）

■
管
理
料

普
通
墓
所
／
年
額
5
2
5
0
円

芝
生
墓
所
／
年
額
6
3
0
0
円

■
申
し
込
み

11
月
5
〜
16
日
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の

9
時
〜
17
時
に
、
①
墓
所
使
用
申
込
書
（
環
境

総
務
課
で
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）、②
申
込
者
の
住
所
・
世
帯
全
員
の

氏
名
が
確
認
で
き
る
住
民
票
の
写
し
1
通
）、③

認
め
印
、
④
焼
骨
の
あ
る
人
は
、
埋
葬
許
可
証

な
ど
の
写
し
を
持
参
し
、直
接
環
境
総
務
課（
市

役
所
10
階
）
へ

※
事
前
に
、「
募
集
案
内
書
」（
環
境
総
務
課
で
配

布
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、
必
ず
現
地
（
桑
崎

9
9
1

－

11
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
か
ら
使
用
可
能
に
な
る
ま
で
約
1
か

月
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
総
務
課

1（
55
）2
7
6
8　

5（
51
）0
5
2
2 普通墓所

～疲れた身体をリフレッシュ～
　鍼

はり

・マッサージの無料施術
障害福祉課　155-2911

と　き／11月25日a　10:00～13:00
ところ／フィランセ西館 3階和室
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／富士市視覚障害者福祉
会　望月　方へ 152-3231

　　献血にご協力を

福祉総務課　155-2757
11月の献血
日 場　　所 時　間

1日e 市役所駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）11日a

ジャンボエンチョー
富士店駐車場

15日e 市役所駐車場

看護師など再就業相談
～勇気を出して再出発を！～

保健医療課　155-2739
と　き／11月14日d　10:00～14:00
ところ／フィランセ西館 3階和室
対　象／看護師などの資格を持ち、
現在就業していない人
相談料／無料（当日直接会場へ）
問い合わせ／静岡県ナースセンター
東部支所 1・5055-920-2088

市県民税一斉「滞納整理強化月間」
（11/1～12/31）

収納課　155-2730
税金の滞納は、期間内に納税して
いる人との公平を欠くものです。
期間中は、県と市が協力し、預貯
金、給与、自動車及び不動産などの
差押をはじめ、厳正な滞納整理を強
化し、集中的に取り組みます。
●催告の強化
電話、文書による催告
●差押の強化
預金、生命保険、給与などの差押
※事情があって納付できない場合は、
収納課へご相談ください。

年末調整・青色申告決算説明会

市民税課　155-2734
★年末調整等説明会
と　き ところ 時　間

11月21日d ロゼシアター
中ホール

13:30～16:00
（13:00開場）

★青色申告決算説明会
と　き ところ 時　間

11月27日c ロゼシアター
小ホール

13:30～15:30
（13:00開場）

なお、青色申告決算書用紙は、青
色申告決算説明会当日までに送付さ
れませんのでご了承ください。
問い合わせ／富士税務署 161-2460

中央図書館講演会（無料）
～お風呂の愉

たの

しみ～その考え方とライフスタイル

中央図書館　151-4946
と　き／12月 9日a　14:00～15:30
ところ／中央図書館 2階視聴覚室
講　師／前田京子さん（編集者、翻訳家）
内　容／健康で快適な生活の具体的提案
定　員／90人（先着順）
申し込み／11月10日gの9:00から整理
券を配布します。直接中央図書館へ

富士川民俗資料館（稲葉家住宅）
への入室禁止
市立博物館　121-3380

富士川民俗資料館（稲葉家住宅・
岩淵8-1）は、耐震診断で危険な状況
と判定されたため、11月から資料館
と附属棟への入室はできません。
※建物外部からの見学は可能です。

障害者、特別障害者（認知症・
寝たきり高齢者）の認定

介護保険課　155-2741
所得税・住民税の障害者控除・特

別障害者控除の対象者認定書を交付
します。
対　象／身体障害者手帳などの交付
を受けていない65歳以上の人で、
6か月以上の寝たきりや認知症な
ど日常生活に支障がある人

申し込み／随時受け付けています。
直接介護保険課へ

11月 移動図書館車ふじ号の巡回日程移動図書館車ふじ号の巡回日程移動図書館車ふじ号の巡回日程

中央図書館　151-4946
日 場所と貸し出し開始時刻

1日・15日e
滝戸団地前（14:00）
岩本山団地集会所駐車場（15:00）

2日・16日f

セブン-イレブン中里店駐車場（10:00）
マックスバリュ富士江尾店駐車場（11:00）
加島の郷（ 2日の14:15のみ）
四丁河原南公会堂駐車場（15:00）

6日・20日c
ハックドラッグ川成島店第2駐車場（14:00）
JA 富士市竪堀支店駐車場（15:00）

7日・21日d
駿河台団地（ 7日の14:15のみ）
富士見台市営住宅集会所前（15:00）

8日e 歴史民俗資料館駐車場（15:00）

10日・24日g
富士信用金庫中丸支店駐車場（10:00）
ききょうの郷駐車場（10日の14:00のみ）
富士南まちづくりセンター（15:00）

17日g
鈴川中町フードランド前（10:00）
松野まちづくりセンター（14:00）

休館日／ 5・12・19・22・26日
※都合により中止・変更する場合があります。
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日曜・夜間納税相談
11月 4日A 9:00～16:00 
11月15日E 17:15～19:00 

収納課　155-2730

温水プール改修工事のお知らせ
富士総合運動公園温水プールは改

修工事のため平成25年 1月 4日～ 3
月31日の間使用できません。ご協力
をお願いします。
りぷす富士（温水プール）　136-2131

市議会報告会

議会事務局　155-2878
とき（11月） と　こ　ろ 時　間

12日b 元吉原まちづくりセンター
多目的室

19:00～

13日c 岩松北まちづくりセンター
ホール

14日d 富士北まちづくりセンター
多目的室

15日e 吉永北まちづくりセンター
集会室

16日f 広見まちづくりセンター
集会室

19日b 今泉まちづくりセンター
多目的ホール

内　容／平成24年 9月定例会を中心
に議会活動の報告
対　象／市内在住の人
申し込み／当日直接会場へ

自衛隊採用制度説明会

市民課　155-2746
と　き／11月 4日a　10:00～15:00
ところ／富士駅南まちづくりセンター
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／〒417-0041　御幸町13-5　
自衛隊富士地域事務所 151-1719

アートクラフトマーケット出店者

りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／平成25年 1月12日g　
10:00～15:00
ところ／富士市交流プラザ多目的ホール
募集店舗数／25店舗（応募者多数の
場合抽せん）
出店料／ 1店舗1,000円（ 1店舗につ
き、 2メートル四方のブース）
申し込み／11月 5～11日（必着）に、
直接またはFAX・はがきに住所、
代表者氏

ふり

名
が な

、自宅及び携帯電話番 
号、出店内容・販売品目を記入し、
〒416-0915　富士町20-1　富士市
交流プラザへ 565-5538

※FAXの場合、送信後電話で確認してください。

選挙のキャッチフレーズ（標語）

選挙管理委員会　155-2879
募集作品／明るい選挙の実現、投票へ
の参加を呼びかける25字以内のキャ
ッチフレーズ（自作の未発表作品）

対　象／県内在住の人
申し込み／11月30日f（消印有効）ま
　でに、はがき・FAX・Eメールに住所、
氏
ふり

名
がな

、年齢、電話番号、学校名・学
年（学生のみ）、キャッチフレーズ
を記入し、〒420-8601　静岡市葵区追
手町9-6　静岡県選挙管理委員会へ
1054-221-2050　5054-221-2776
 Esenkan@pref.shizuoka.lg.jp

富士のまちなか再発見ツアー（無料）

商業労政課　155-2907
と　き／11月20日c　9:00～12:30
ところ／JR富士駅周辺
※集合・解散場所は市役所北口。
内　容／富士のまちなかの歴史的資源、
名店、ご当地グルメの店などを巡る

定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
※希望者は店主が講師の「健ブリッ
ジ大学」各種講座に参加できます。
申し込み／11月 9日fまでに、電話・FAX
・Eメールで商業労政課へ 551-1997
Esy-syougyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

吉永第一小学校区
放課後児童クラブ指導員

子育て支援課　155-2731
募集人数／ 1人　勤務日／応相談
勤務時間／平日11:30～19:00のうち
4時間程度　土曜日と学校休業日　
7:30～19:00のうち 4時間程度

対　象／保育士、幼稚園・小学校教
諭などの資格を持つ40歳以下の人
申し込み／電話で吉永第一児童クラブ
（平日13:00～18:00）へ 138-3466

秋の須津川渓谷を歩いてみませんか？
須津ふれあい遠足（無料）

須津まちづくりセンター　134-0004
と　き／11月25日a　10:00～15:00　
9:00受付開始　※小雨決行。
コース／須津中学校～大棚の滝の往
復約12キロメートル（途中、お汁
粉や豚汁などのサービスあり）
定　員／600人（先着順）
持ち物／昼食、水筒、雨具、敷物など
申し込み／11月16日fまでに、直接また
は電話で須津まちづくりセンターへ
※駐車場はありませんので、公共交
通機関をご利用ください。

個人参加公共施設　
見学参加者（無料）

広報広聴課　155-2736

市役所→クリーンセンターききょ
う（し尿処理施設）→竹の子（障害
者就労支援施設）→道の駅富士川楽
座（昼食）→市立富士川体育館→市
役所
と　き／11月29日e　9:00～14:45
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／20人（応募者多数の場合、
初めての人を優先し、抽せん）
申し込み／11月 6日c（必着）まで
に、電話またはFAXに参加する人
の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番号（ 1通
につき 2人まで申し込み可）、今ま
での参加回数、「11月29日見学希
望」を記入し、おしえてコールふ
じ「公共施設見学」係へ
 153-1111　551-0623

コース

中央病院「病院だより」第19号

病院経営課　152-1131（内線 2222）
掲載枠数／ 2枠
発行部数／約9万2,000部（各世帯配布）
発行日／平成25年 1月20日a

掲載料／ 1枠 3万円（消費税含む）
申し込み／中央病院ウェブサイト内
の募集要項をごらんの上、11月30
日f（必着）までに、必要書類を
直接または郵送で、〒417-8567　
中央病院病院経営課へ
 Bhttp://fujishi.jp/̃byoin

女性ネットワーク・富士
レディース・フェスタ2012
と　き／11月17日g 9:20～12:10
ところ／フィランセ西館 3階第一
会議室
内　容／仲

なか

田
た

慶
よし

枝
え

さん（災害ボラン
ティアコーディネーター）による
講演「東日本大震災、仙台での体
験～旅行者として～」、消費者被
害防止啓発DVD観賞、バザー

参加費／無料（当日直接会場へ）
男女共同参画課　155-2724
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富士市立幼稚園フェスティバル　楽しい幼稚園 ～遊びの中で育つもの～
と　き／11月17日（土）　10:00～12:00　※雨天中止。
ところ／中央公園イベント広場　入場料／無料
内　容／各市立幼稚園による遊びのコーナー（ゲームで遊ぼう・自然の遊
び・つくって遊ぼうなど）、ことばの教室紹介

問い合わせ／浜幼稚園　161-1422
★当日の開催状況は、おしえてコールふじ（153-1111　8:30～19:00）へ
※駐車場は、中央公園駐車場、市役所北側・東側駐車場、富士市職員交通安全会駐車場をご利用ください。

11  月  の  納  期
11月15～30日

国民健康保険税　第 5期 収納課　155-2730
介護保険料　第 5期 介護保険課　155-2766
後期高齢者医療保険料　第 4期

国民健康保険課　155-2754

市立博物館各種講座

市立博物館　121-3380
①駿河凧

たこ

づくり
と　き／11月11日a・25日a、12月
15日g　9:30～12:00　計 3回
ところ／市立博物館実習室・染色室
対　象／小学生以上（小学 3年生以
下は保護者同伴）
定　員／10人（先着順）　受講料／500円
持ち物／筆記用具、筆、筆洗い、はさ
み、汚れてもよいエプロン、タオル
②親子どきやき体験
と　き／11月23日f　勤労感謝の日　
9:00～12:00
ところ／市立博物館染色室
内　容／土器ペンダントづくり、火おこし体験
対　象／保育園・幼稚園年少～小学
生とその保護者（小学 4年生以上
は 1人で参加可）
定　員／35人（先着順）　受講料／100円
申し込み／①11月 4日a②11月11日

aの9:00から受け付けます。直接
または電話で市立博物館へ

ガイドヘルパー養成研修

社会福祉協議会　164-6600
と　き／12月 1日g・ 2日a・ 8日
g・ 9日a・15日g　計 5回

ところ／フィランセ東館 2階
内　容／全身障害課程（11時間）、同
行援護従業者養成一般過程（22時
間）、情報支援と情報提供及び代筆
・代読の基礎知識
合計33時間

対　象／市内在住で、介護福祉士、
介護職員基礎研修修了者、ヘルパ
ー 1・ 2級かつ実務経験 3年以上
のいずれかを満たす人

定　員／10人（応募者多数の場合は選考）
受講料／無料（テキスト代は自己負担）
申し込み／11月14日d・15日eの9:00
～19:00に、直接社会福祉協議会へ

わらべうたを楽しもう（無料）

東図書館　138-1550
と　き／12月 1日g ①10:00～10:25　
②10:30～10:55　　③11:00～11:25

ところ／東図書館
講　師／石川道子さん（元幼稚園教諭）
対　象／市内在住の人で、① 0～ 1
歳児② 2～ 3歳児③ 4～ 5歳児と
その保護者

定　員／各20組（先着順）
申し込み／11月14日dの9:00から受
け付けます。直接または電話で東
図書館へ

市民後見推進事業　講演会（無料）
講談で学ぶ成年後見制度
社会福祉協議会　164-6600

と　き／12月 6日e　13:30～15:30
ところ／ロゼシアター小ホール
講　師／神田織

おり

音
ね

さん（講談師）
定　員／300人（先着順）
申し込み／11月5日bから受け付け
ます。電話またはFAXに氏

ふり

名
が な

、電話
番号を記入し、社会福祉協議会へ
 564-6567

思春期保健講演会

健康対策課　164-8994
と　き／12月 1日g　13:30～15:15
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
内　容／講演「イマドキ子どもたち
のことを知っていますか？」性教
育から生教育へ
講　師／木

き

原
はら

雅子さん（京都大学大
学院医学研究科准教授）
対　象／思春期の子どもにかかわる人、
思春期の健康問題に関心のある人

定　員／150人（先着順）
参加費／無料
申し込み／11月22日eまでに、電
話またはFAX・Eメールに氏

ふり

名
が な

、
電話番号を記入し、健康対策課へ
 564-7172
Eho-kenkou@div.city.fuji.shizuoka.jp

岩松まちづくりセンター成人講座
おとなの電子工作入門

岩松まちづくりセンター　163-5210
と　き／12月10日～平成25年 2月 4日
の各月曜日　19:00～21:00　計 6回

ところ／岩松まちづくりセンター
内　容／一石ラジオの製作ほか
対　象／市内在住・在勤の18歳以上
の人（高校生は除く）

定　員／10人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／3,300円（材料費を含む）
申し込み／10月20日～11月14日に、
市ウェブサイト・モバイルサイトで
電子申請するか、9:00～21:00にはが
きを持参、または往復はがきに郵便
番号、住所、氏

ふり

名
がな

、年齢、性別、電
話番号、勤務先（市外在住の人）、講
座名を記入し、〒416-0909　松岡837-
7　岩松まちづくりセンターへ

「リサイクル青空市（秋市）」
出店者

りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／11月24日g　10:00～14:00
※雨天中止。
ところ／富士総合運動公園多目的広場
対　象／市内在住・在学・在勤の20
歳以上の人（業者不可）
募集店舗数／60店舗（応募者多数の
場合抽せん）
出店料／ 1店舗1,000円（当日徴収）
申し込み／11月 4～10日（必着）
に、はがきまたはFAX・Eメール
に郵便番号、住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、
電話番号、勤務先または学校名
（市外在住の場合）、参加予定人
数、販売商品、販売個数を記入し、
〒417-0055　永田町2-112　りぷす
富士公園事業課へ
557-0180　Epark@fuji-kousya.jp
※手づくり品や食品類の販売はできません。
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富士警察署管内事件・事故
　忍び込みが多発しています。就
寝する際は、戸締まりを確認しま
しょう。

安全を つなげて広げて 事故ゼロへ

事件情報　　　　　　 〈8月末現在〉
年間累計 昨年比

全刑法犯罪 1,652件 ‒ 253件
忍び込み 76件 + 32件
空き巣 49件 ‒ 5件
自転車盗 313件 ‒ 125件
事故情報　　　　　　 〈 9月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 1,917件 + 11件
死　者 6件 ‒ 1件
負傷者 2,516件 + 39件

市民れんらく版市民れんらく版
★常葉学園　文化講演会（無料）
と　き／11月17日g　18:15～（18:00開場）
ところ／ロゼシアター中ホール
講　師／生

いく

島
し ま

ヒロシさん（フリーア
ナウンサー）
定　員／600人（先着順）
問い合わせ／〒417-0801　大淵325　
富士常葉大学文化講演会事務局
　　　        136-1133　536-2651

   Bhttp://www.fuji-tokoha-u.ac.jp

★不動産無料相談会
と　き／11月29日e　13:30～15:30
ところ／ロゼシアター第 3会議室
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／㈳全日本不動産協会静
岡県本部　　　  1054-285-1208

11月の市役所休日開庁日
開庁日／11月4日a 9:00～16:00
開庁窓口／
★市民課（155-2747）
★収納課（155-2730）
★国民健康保険課（155-2751）

第4回　f
エフ

-B
ビ ズ

iz　地域活性化セミナー（無料）
「挑戦する“大人”が日本を変える！」

工業振興課　155-2779
と　き／12月 1日g　①午前の部
（基調講演）10:30～12:00　②午
後の部（パネルディスカッション）
13:00～15:00
ところ／ラ・ホール富士
講　師／残

ざん

間
ま

里江子さん（プロデューサー）
対　象／起業や新しい取り組みに関
心がある50～60歳代前後の人
定　員／100人（先着順）
申し込み・問い合わせ／11月3日g

から受け付けます。FAXまたはE
メールに、住所、氏

ふり

名
が な

、電話番号、
会社（団体）名、Eメールアドレス、
セミナー名を記入し、富士市産業
支援センターf-Bizへ
 130-6363　530-6364
 Einfo＠f-biz.jp

クリスマスリースづくり
～かわいいリースをつくってみよう！～

福祉総務課　155-2840
と　き／11月21日d　10:00～12:00
ところ／地域交流センターみんなの家
対　象／市内在住の60歳以上の人
定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／300円（当日徴収）
申し込み／11月5日bまでの10:00～
16:00に、直接または電話でみんな
の家　斉藤　方へ（日曜日・祝日
は除く） 156-1502

 フラワーアレンジメント（お正月飾り）

りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／12月26日d　19:00～20:30
ところ／富士市交流プラザ第 3会議室
定　員／20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／4,000円（材料費含む）
申し込み／11月12～18日（必着）に、
直接またははがき・FAXに住所、
氏
ふり

名
が な

、年齢、生年月日、自宅及び
携帯電話番号、教室名を記入し、
〒416-0915　富士町20-1　富士市
交流プラザへ 565-5538

※FAXの場合、送信後電話で確認してください。

文芸あれこれ講座「チャレンジ21」
～「書きたい」人のための入門講座～

文化振興課　155-2874
と　き／11月17日・24日、12月 1日
の各土曜日　13:30～15:30　計 3回
ところ／ロゼシアター 4階会議室ほか
内　容／随筆・詩などの入門講座
「想像力を刺激する文章」
「金子みすゞの詩と人生」ほか
対　象／高校生以上の人
定　員／50人（先着順）
受講料／1,000円（テキスト代など）
申し込み／11月1日eから受け付け
ます。電話で文化振興課へ

ボランティアのための
読み聞かせ講座（無料）

中央図書館　151-4946
と　き／11月29日e　10:30～15:30
ところ／中央図書館 2階視聴覚室
講　師／竹

たけ

中
な か

淑
よ し

子
こ

さん（子どもの本
研究所所員）
対　象／市内で読み聞かせボランテ
ィアをしている人
定　員／50人（先着順）
申し込み／11月 6日cの9:00から受
け付けます。電話またはFAXに氏

ふり

名
が な

、電話番号、読み聞かせ経験年
数、所属グループを記入し、中央
図書館へ 551-7135

エイジケア スタイルアップ教室

りぷす富士（温水プール）　136-2131
と　き／12月13日からの毎週木曜日　
19:00～20:30　計10回
ところ／温水プール
対　象／一般（高校生以下は除く）
定　員／25人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／4,000円（保険料含む）
申し込み／11月11～17日（必着）の
8:30～20:00に、直接またははがき
・FAXに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、生年
月日、電話番号、教室名を記入し、
〒417-0801　大淵254-1　温水プ
ールへ 535-5464
※FAXの場合、送信後電話で確認し
てください。

第6回　市民生活講座（無料）
今日からあなたも見守り隊

市民安全課　155-2750
と　き／11月12日b　9:30～11:30
ところ／西部地域包括支援センター富
士川支所（旧富士川保健センター）
内　容／相談窓口や介護の初歩を紹介
定　員／60人（当日直接会場へ）
問い合わせ／市民安全課または富士
市消費者運動連絡会　田中　方へ
 1080-6909-2318
※会場へはC

シー

バスの利用が便利です
（市役所8:24発）。

平成25年1月13日富士市成人式
と　き／平成25年 1月13日a 
　受付13:15～、開式14:00～
ところ／ロゼシアター大ホール
対　象／市内在住の平成4年4月2
日～平成5年4月1日に生まれた人
★市外に転出していて、成人式へ
の参加を希望する人は、平成25
年1月4日fまでに、市ウェブサ
イト・モバイルサイトで電子申
請するか、電話で社会教育課へ。
※案内状の発送は12月上旬を予定。
　　　　社会教育課　155-2873



8:30～19:00
受付時間

16
金

 3 歳児健診（フィランセ西館）

17
土

富士市立幼稚園フェスティバル（中央公園）→P14
認知症サポーター養成講座（フィランセ東館）
女性ネットワーク・富士レディース・フェスタ 2012（フィランセ西館）→P13

18
日

富士市技能者表彰式（ラ・ホール富士）
田子浦地区安全大会（田子浦小）　鷹身まつり（久沢）
麻薬覚せい剤撲滅の日

19
月

離乳食講習会・ぱくぱく期（フィランセ西館）
ロゼシアター臨時休館　～ 20日
核兵器廃絶平和都市宣言日　　食育の日

20
火

すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）
不動産に関する相談（市役所 3階市民相談室）

21
水

年末調整等説明会（ロゼシアター）→P12
結婚相談（フィランセ東館）
離乳食講習会・ごっくん期（フィランセ西館）

22
木

 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館）
人権相談（市役所 3階市民相談室）

23
金

シルバー人材センターふれあいフェスティバル
自主防災組織リーダー研修会（ロゼシアター）
ふじのくに地産地消の日 ［勤労感謝の日］

24
土

小学校図画工作展（ロゼシアター）～ 25日
関東・東海B-1 グランプリ i

イン

n 甲府　～ 25日

25
日

ふじかわキウイマラソン（市立富士川体育館周辺）
いちばの朝市（公設地方卸売市場）　須津ふれあい遠足（須津川沿い）
原田地区まちづくり推進総合パレード（原田小）
あるけあるけ丘地区まちづくり大集会（厚原スポーツ公園）
結婚相談（フィランセ東館）　性の健康週間　～ 12月 1日

26
月

夜間納税相談（市役所 3階収納課）

27
火

青色申告決算説明会（ロゼシアター）→P12
普通救命講習（消防防災庁舎 2階 PR室）
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）
労務相談（市役所 3階市民相談室）

28
水

結婚相談（フィランセ東館）

29
木

富士市アマチュアゴルフ選手権大会（リバー富士CC）
 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館）

30
金

国民健康保険第 5期・介護保険料第 5期・後期高齢
者医療保険料第 4期納期限　→P14
 3 歳児健診（フィランセ西館）
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暮らしの
　　カレンダー
11月 NOVEMBER

［霜月］

●児童虐待防止推進月間
●富士市子ども・若者育成支援
強調月間　●計量強調月間

●滞納整理強化月間（～12月）
●地震防災強化月間
●ゆとり創造月間

「第51回企画展」から
浮世十二ヶ月竹取物語 六月

11月の

今回の表紙は秋を感じる風景にし
ようと思い、米の収穫を撮影に行き
ました。これは、東部ブロックまち
づくりセンターが行っている事業で、
子どもたちが5月に植えた米を収穫
するというものです。この日はとて
も暑い日でしたが、子どもたちは汗

だくになりながらも、うれしそうに鎌
を使って一生懸命稲刈りをしていまし
た。今は買い物に行けば、いつでも
何でも手に入れることができる時代。
だからこそ、育てて収穫することの喜
びを感じる機会は大切なんだなあ、と
改めて感じました。(AKN)

人　口　260,350人  （前月比+11）
　　男　128,986人   （+ 25）
　　女　131,364人   （－14）
世　帯　99,141世帯（+110）9月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

1
木

富士市表彰式典（ロゼシアター）→P2
高尾山神社祭典（大淵）
献血（市役所駐車場）→P12
人権相談（フィランセ東館） ［市制記念日］

2
金
 3 歳児健診（フィランセ西館）

3
土

商工フェア（中央公園）～ 4日　　農産物品評会（公設地方卸売市場）
富士山紙フェア（ふじさんめっせ）～ 4日
吉永ふれあいコンサート（吉永第一小） ［文化の日］

4
日

農林水産フェア（公設地方卸売市場）　富士市武道演武会（ロゼシアター）　
富士サッカーフェスティバル（富士総合運動公園陸上競技場）
伝法地区まちづくり安全推進パレード・大会（伝法小）
元吉原地区海岸一斉クリーン作戦
ふれあいショップあゆみ秋まつり（松岡）
市民課など窓口開庁　→P15　日曜納税相談（市役所 3階収納課）→P13

5
月
森林墓園墓所使用者申込受付　～ 16日　→P12
離乳食講習会・ごっくん期（フィランセ西館）

6
火

富士市社会福祉大会（ロゼシアター）
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）
公証役場出張相談（市役所 3階市民相談室）

7
水

結婚相談（フィランセ東館）
離乳食講習会・かみかみ期（フィランセ西館）
お母さんお父さん教室（フィランセ東館） ［立冬］

8
木
 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館）
人権相談（市役所 3階市民相談室）

9
金

新
しん

浜
ばま

金
こん

毘
ぴ

羅
ら

さん　　3歳児健診（フィランセ西館）
行政相談（市役所 3階市民相談室）
秋季火災予防運動　～ 15日

10
土

ひめなフェスタ（比奈）
大淵 1・2祖師堂祭典（おそっさん）～ 11日
岩本実相寺御

お

会
え

式
しき

　～ 11日

11
日

富士市消防まつり（市役所駐車場）
富士駅伝競走大会（富士マリンプール周辺）
小木の里歩け歩けグラウンドゴルフ大会（富士駅南地区憩いの広場）　
鷹岡地区市民安全大会（鷹岡小）　須津川クリーン作戦
市民ふれあいバンクバザー（宇東川西町）
献血（ジャンボエンチョー富士店駐車場）→P12
結婚相談（フィランセ東館）　税を考える週間　～ 17日

12
月

市民生活講座（西部包括支援センター富士川支所）→P15
女性に対する暴力をなくす運動　～ 25日

13
火

普通救命講習（消防防災庁舎 2階 PR室）
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）
労務相談（市役所 3階市民相談室）

14
水

看護師など再就業相談（フィランセ西館）→P12
お母さんお父さん教室（フィランセ東・西館）
結婚相談（フィランセ東館） ［世界糖尿病デー］

15
木

夜間納税相談（市役所 3階収納課）→P13
献血（市役所駐車場）→P12　　 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館）
人権相談（フィランセ東館）
子どもの安全を守る市民行動の日 ［七五三］

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　モバイルサイトhttp://fujishi.jp/mobile　ツイッターhttp://twitter.com/fujishi_jp　フェイスブックhttp://facebook.com/FujiCity

●第 1日曜日「博物館の日」 4日
手すきはがき・草木染ハンカチ・フ
ュージングペンダントづくり、型染・
はたおり・火おこし体験ほか

●第51回企画展「富士市にまつわる
物語絵」 6日～12月24日

●陶芸歳時器 10日
●駿河凧

たこ

づくり 11・25日
●葉彩画入門 16日
※休館日 5・12・19・26日




